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■平成30年度決算の状況を審査
■第３回定例会（平成31年度補正予算等）
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■所管事務調査報告・議員のひと言コーナー
■美郷町の元気びと／編集後記
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議会だよりはホームページからでもご覧になれます。

松田龍磨さん・松田鈴美さん・山田秀子さん・甲斐一子さん・関本弥生さん
（南郷地区）

沖田康之さん・戸髙孝敏さん
沖田美貴江さん・戸髙玉子さん

（北郷地区）

林田　夫さん・岡田秀典さん・梅田尚登さん
（北郷地区）

金丸文彦さん
（南郷地区）

森川知子さん
（西郷地区）

宇和田大二郎さん
（北郷地区）

永年にわたり少女バレー、中学校
バレー部の指導をしています。
この度南学園バレー部が１２年ぶり
に県大会出場します。 

後世に残す建物を建てる
事が我々の誇りです。

北郷出身ですが、
沖縄のイベントに
出演しております。

権現太鼓、箱わな鳥獣
対策に頑張ってます。

とっても
おいしいよ 甘いミニトマト

食べてみらんね

美郷町議会だより

なかのこし公園をしっかり守っていきます。
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　令和元年第３回定例会が、９月５日から 19 日までの 15 日間、開催されました。
　幼児教育無償化に伴う幼稚園条例の改正議案のほか、消費税増税に伴う使用料徴収条例の改正など、
報告５件、議案 18 件が上程されました。また、平成 30 年度決算の認定議案８件も審議しました。

（注１）収入未済額…当該年度の歳入の予定額のうち、期日までに納入されなかった額。

00万円減少　今後の交付税の動向を注視

収入未済額（注１）の減少　職員の努力を評価
事業のＰ（計画）Ｄ（実行）Ｃ（評価）Ａ（改善）を望む

平成30年度決算

　平成 30 年度一般会計、特別会計、病院事業会計の歳出決算総額は 109 億 7,788 万円となり、平
成 29 年度と比較して 11 億 6,801 万円の減額となりました。

ポイント！ 
○�一般会計歳入においては、前年度比較で 10 億 3,737 万円の減額。
　主な要因は国からの交付税や庁舎整備基金等の繰入金が減った事による。
○�投資的経費（道路・橋りょう、公園、学校、公営住宅の建設等社会資本整備に要する経費）は
庁舎完成や移住・定住促進施設の完成等により減少。
○起債（借入金）は平成 26 年度のピーク時に比べ６億 6,489 万円減となり、減少傾向。
○収入未済額は、前年度に引き続き減少。

付記事項 
１．�収入未済額については、平成 29 年度決算と比較すると 11,910 千円の削減が行われたことは職

員の努力の成果であり、その努力については敬意を表したい。しかしながら、依然として
73,052 千円もの収入未済額があることから、公平公正な徴収を更にお願いしたい。

２．�事業のＰ（計画）Ｄ（実行）Ｃ（評価）Ａ（改善）を一つのサイクルとして次の事業に活かす
ことを望む。

平成30年度の主な事業
○電気・情報通信格差是正事業…７，３９６万円
　（携帯電話不通地区解消）

○ふるさと応援寄附事業（歳入）４，３３８万円
（歳出）２，３３８万円

○ジビエ解体処理施設設置事業　３，５３５万円

○町道整備事業………………３億９，０７８万円

○各種検診事業
１，５０１万円

○中山間地域等直接支払
　交付金事業（41 集落）

８，７３０万円

決算審査

がん検診のようす

現地調査（うなま保育所） 現地調査（旧北郷小跡地 テニスコート）
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昨年度比較で一般会計歳入 10億3,7第３回
定例会

地方交付税は今後も更に減少していくことが予想されます。

地方交付税の推移
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総務厚生常任委員会付記事項
　本条例の運用については慎重に行うこと。また、執行するときは第 11 条（その他の債権の放棄）
はなおさらのこと、第７条（強制執行等）及び第９条（徴収停止）についても報告すること。なお、
口頭による付記として、本条例に関する規則については、将来不当な執行がなされないよう十分
な協議の上、しっかりとした規則の制定を求める。

　　　【主な反対討論の内容】
この条例の必要性は十分に分かるが、町
長の裁量で債権放棄できるので、債権放
棄の決定は債権放棄審議会を設置すべき。

反対 賛成　　　【主な賛成討論の内容】
本来、債権放棄に関しては議会の議決を経る
べきではあるが、公平公正な費用負担を考え
法的措置がとれる体制整備が急務である。

※甲斐秀徳議員は議長であるため表決には加わりません。

賛否一覧　○賛成　●反対

議席
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彦
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　富
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◎神門へき地保育所　弁当持参から給食提供へ
　神門へき地保育所は、現在は給食調理室が狭く、又、老朽化しており、３歳以上は弁当持参となって
います。今回の改修により、全園児への給食の提供が可能になり、保護者の負担軽減が期待できます。
　質疑では、工事期間や工事中の安全管理について質問があり、保護者への十分な説明と安全管理に努
めるよう求めました。
　●保育所調理場改修工事　1,238万円

◎企業版ふるさと納税で観光客誘致事業
　昨年度開催された「西の正倉院みさと文学賞」の入賞作品を今回はラジオドラマ化するにあたり、企
業版ふるさと納税を活用。また、美郷町の金柑、ゆず、くろもじ、ひのき等を活かしたオリジナルアロ
マ「千年の香」（仮称）開発に 263 万円の委託費が計上されました。
　●第１回文学賞入賞作品ラジオドラマ制作　150万円
　●アロマ「千年の香」プロジェクト　263万円 等

◎議案第16号「美郷町債権管理条例」
　この条例は３月の定例会で上程されましたが、継続審議として９月定例会まで担当課への聞き取り調
査や、議員間討議を重ねてきました。
　町の債権に関する条例制定で、要点と賛否一覧は以下の通りです。

　　　・�督促をしてもなお、履行されないときは強制執行等（担保の処分や保証人に対しての履行請求、
訴訟手続きなど）の措置をとらなければならない。

　　　・�町は債務者が生活保護の状態にある時、破産した時など、債権や損害賠償を放棄することがで
きる。その場合、議会に報告しなければならない。

町の債権に関する条例　賛成多数で可決

神門へき地保育所　調理場改修で給食提供へ

第３回定例会
条例議案等

第３回定例会
補正予算議案

要
点
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聞いてみました
～区長会との意見交換会～

◎意見交換会で出された主な意見
・今のところは特に支障は無く、少ない人数でよくやっていると聞く。
・地域課長の判断でやってもらいたい。そうした方が地域の特色が出て良いのでは。
・要望を出しても本所に届かないのか届いても実施が遅い。
・田舎の役場の良さを消さないようにやって欲しい。

【区長】逆に、議会でどういった議論がなされたのか。
　【議員】�人口減、職員定年、財政問題、すべてを考慮した結果だったと思う。一番心配しているのは

住民サービスの低下。５か月経ち、いくぶん落ち着いたようだ。不具合は修正していくとい
うことだったので、それで賛成した。

【区長】人口減少についてどのように考えているのか。
　【議員】子ども達が帰ってきやすい、農林業の振興が必要。
　【議員】町も６次産業化、農事法人化を模索している。これだという決め手がないのが現状だ。
　【区長】�仕事は栗・梨・きんかん・トマト・梅などがあり、NPO法人として人材派遣会社を作ったら

いいのでは。

【区長】診療所問題について総合戦略に逆行しない医療体制にして欲しい。
　【議員】�もちろん、議会もできるだけ、現状維持を求めていく。ただ、これは議会の決定事項ではな

いので賛成反対はできないが、医師確保も町長と一緒に努力している。

　８月 22 日、区長会と議員とで「役場の機構再編に
ついて」意見交換を行いました。
　当日は機構再編の他、人口減少などについても意
見を交わし、貴重なご意見をいただきました。
　ありがとうございました。

◎議案第５１号「美郷町景観条例」 
　町、町民、事業者が連携・協働し、良好な景観を保全、形成、継承していくことを目的とした条例で、
主な内容は以下の通りです。全会一致で可決されました。
　・景観計画の策定
　・�景観形成重点地区（景観計画において特に景観の形成を図る必要があると認められる区域）で 100
㎡以上の土地の開墾や土砂の採取、木竹伐採等は届出が必要

◎発委第４号「国土強靱化対策の推進を求める意見書」
　文教産業常任委員会の発委により提出され、全会一致で可決されました。災害の未然防止と災害発生
後の迅速な対応のため、今後も更に国土強靱化対策が進むよう県下全域で国に求める事としています。
　１. 防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策推進の予算の総額確保
　２. ３か年緊急対策後も継続して対策を推進すること
　３. 長寿命化計画に基づく修繕や更新等の長期安定的な予算確保
　４. 地方整備局、河川国道事務所・出張所の人員体制の維持・充実

 ※議決結果はホームページからもご覧になれます。　



町政を問う町政を問う町政を問う 一般質問
　令和元年第３回定例会の一般質問は、９月６日、９日の２日間の日程で行われ、９名の議員が一般質
問を行いました。主な質問と答弁の内容は次の通りです。
　また、本会議でのやりとり（会議録）がホームページで閲覧でき、一般質問もすべて見るこ
とができますので、ぜひご覧下さい。（議会終了後、会議録の調製等に３月程度かかりますの
で、あらかじめご了承下さい。）

議会を見にこんね！
議会傍聴アンケートより（抜粋）
・来て良かった。和やかな面もあって良かったです。（60 代女性）
・�積極的に問題に取り組み、自身で勉強調査をもっと深く研究して欲しい。（70 代女性）
・�どの議員さんもそれぞれの地域のことを考えておられる熱心さを感じ、今回も出席して良かっ
たと思います。住民の高齢化、空き家対策もみんなで考えていただきたい。（60 代女性）
・議員さん達も、もっとつっこんで欲しい。（60 代女性）

入場するには簡単な受付票を記入するだけ！
どなたでも傍聴できます。出入りは自由です。
ご都合の付く時間にお越し下さい。
議場は段差もなく、車いすの方も傍聴できます。

次の定例会は、

12月６日（金）開会予定です。
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水素燃料電池（注①）工場の現状について
山　本　�県内でこの燃料電池を購入した自治体の数を伺う。

町　長　町が７台購入しただけで、他の自治体の購入はない。
山　本　�水素を使った工場の上に住宅を造るのだから、旧黒木小の改

修は計画の段階で安全には十分な検証が必要だったのではな

いか。しっかりと計画を練っておれば、2,730 万かけて旧明

和繊維工場にもう一つ工場を造る必要はなかったのではないか伺う。

町　長　結果的に言えば、そういうことになると思う。真摯に受け止める。
山　本　�販売促進を担当していた企業が、この事業

から手を引いたという話だ。４者協定はど

うなるのか伺う。

町　長　�取引に関連している２社と連携して販売
を継続しており、４者協定が不問になって
いるということではない。

注①水素燃料電池…�水素の化学エネルギーから電力を取り出す
電池のこと。

山本　文男  議員

ポータブル水素燃料電池の用途
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救急搬送対策について
中　嶋　�救急体制の整った町と言われているが、北郷地域住民の中には

不安を感じるとの声を聞く。
　　　　�病院に行くまで応急手当をすることで、助かる命があると思

う。そのためにも、北郷地域にも救急車を 24時間体制で配
備する必要があると思うが考えを伺う。

町　長　�西郷、北郷地区については、役場開庁時には西郷からの出動、
役場閉庁時には北郷から出動体制としている。

平成 30 年度の実績を分析すると北郷地区の役場閉庁時の現場出動が極めて高い状況がある。ま
た、現在の人員体制及び財政負担などを考慮すると、現体制が適正であると考えている。しかし、
現状の体制を継続的に検証しながら、柔軟に体制を見直していきたいと考えている。
中　嶋　�今後も北郷には夜間・休日だけ配置するという体制でやっていくのか。住民は本当に不安

を感じている。町長の考えを伺いたい。
町　長　�夜間とか土日に西郷の救急車は北郷の詰所に置いている。１台は搬送用として西郷に置

いてあり、西郷と北郷はある程度カバーできる。この状況が非常に不具合だということ
であれば、配備の考え方を変えていくということになると思う。

水素燃料電池の進捗状況と今後の対応策について
中　嶋　�水素燃料電池誘致企業については、美郷町の活性化のため、特に若者の就労場所として

期待しているが、４社協定を結んだにも係わらず販売促進に関して進捗状況が目に見え
ない。

　　　　�美郷町がトップセールスをして国内外にアピールしても良いのではないか伺う。
町　長　�町の責務は果たしているが、今後は販売促進に努める必要がある。県の水素エネルギー

利活用促進モデル事業も利用していきたい。議員の皆さんもＰＲをお願いしたい。

中嶋奈良雄  議員

行政サービスの平準化対策について
山　田　�不平等税制を解消するために、令和６年度までに地籍調査・

登記・課税環境を完了すると述べられた。今後、美郷町は職
員と予算が少なくなっていく中で、予定の令和６年までに実
現可能なのか。

町　長　�西郷の峰千本地域の地籍調査を完了して、令和６年度までに
実測課税ができる環境にする。南郷地域も着々と事業を進め
ている。７年度には町全域実測課税にする計画だ。

山　田　�美郷町内出来るだけ住みやすい環境づくりに向けて、全域コミュニティバスの運行がな
されている。運行状況に、地域間格差が大きいのでは。

町　長　�美郷町全体でとらえ総合的に見直し、回数よりも利便性に重点を置き、病院問題を含め
て検討する。

山　田　�今後の美郷町の病院体制の再編が検討されている。南郷地域と北郷地域とで今後の医療
体制において、対応に違いがあるようだが。

総院長　�来年度から定着医師が２人になる。地域医療を守るため、プラス３人の医師の確保に努
め、５人態勢で西郷病院を中核として医療環境を確保できるよう努力している。

山　田　�美郷町には伝統と歴史に基づいた祭の師走祭、御田祭、宇納間地蔵大祭がある。百済の
里春祭り、百済の里いだごろ祭、御田祭前夜祭イベント、宇納間地蔵夏祭りのステージ
イベントとしての祭もある。補助金に地域間で差があるようだ。宇納間地蔵大祭での交
通安全対策費に対する経費はお寺檀家持ちでは、平等感が損なわれるものと思いうが。

町　長　�事実を精査する。
山　田　�地域間の行政サービスの格差が生じないよう、利害関係の無い人選による委員会を設立

して、議論してはいかがか。
町　長　�区長会や明日を考える美郷の会などに提案して、検証して方向性を見出したい。

山田恭一郎  議員
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医師確保について
那　須　�日向市の東郷病院も医師不足によって無床化しており、医師は

ますます争奪的な傾向にある中、本町も時限が来年３月までと
時間が無い。計画的に要望活動を展開して行く必要があると考
えるが如何か。

町　長　�残された期間のタイムテーブルを作り、なんとしても３名の
派遣医師を確保し、定着医を含め５名体制を確立したうえで
令和２年度に次を目指す、これしかないと考えている。

那　須　�要望活動には町内の団体や有志にも同行して頂き、医師を必要とする町民の生の声を聞
いてもらうことも必要ではと考えるが如何か。

町　長　�町民の代表にも参加して頂き、議会と一緒に全町的な陳情を行うことも必要である。

保健師の配置について
那　須　�南郷、西郷には常勤の保健師が居ない。診察を終えた後の相談、幼児の健康相談など、

診療所、保育所があるところには常勤の保健師が必要との声があるが如何か。
町　長　�担当者に携帯電話を持たせて、直接連絡が取れる体制をとる予定である。

旧神門小学校の体育館について
那　須　�旧神門小学校の体育館は耐震基準を満たしていないが改修が出来れば進出を検討してい

る業者がある。今後どのようにするのか伺う。
町　長　�耐震基準を満たしてないので解体も考えているが、南郷地区で検討委員会を立ち上げて

検討して頂くことを考えている。利用を希望する業者がいれば話は聞くが、周辺の環境
を考慮する必要がある。

観光振興について
那　須　美郷町の観光の広報活動をもっと積極的に進める必要があると考えるが如何か。
町　長　�今年５月に今年度の重点施策であるＳＮＳによる道路交通情報を含むイベント、観光情

報発信を始めている。
那　須　�宮崎空港イベントスペースは強いインパクトがあると考える。美郷町の観光ＰＲを行っ

ては如何か。
町　長　�空港はステンドグラスも出来ており、インパクトがある良い場所と考える。空港活用も

頑張っていきたい。

那須　富重  議員

町の診療所に於ける医療体制について
園　田　�来年4月より南郷診療所では入院無床化の方針が示され、又、

土日、年末年始の医療が出来なくなるという事で二重のショッ
クを受けている。

　　　　�無床化になっても医師の確保が出来れば再び有床化にする事
は可能であるということであるが、土日・年末年始の派遣は
一度縁が切れると 再び派遣は出来ないであろうということの
様である。

　　　　�美郷町は地域医療を守る条例の制定や救急救命体制などを全国に先駆けて整えている事
などもアピールしながら 将来の医療も含めて 医師確保の為 あらゆる要望などを行なっ
て行く事が重要であると思われるが。

町　長　�美郷町は医療体制に どれだけのものを持っているかなどもアピールしながら 医師確保
の為色々模索しながら県医療薬務課、大学病院や民間の病院、又地元出身の医師などあ
らゆる方面へ議会と一緒に要望していきたい。公設民営という部分でも ホームページ
などにアップすることなども考えたい。

園田 義彦  議員
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公聴会について
富　井　�農業委員との意見交換会の中で、聞き取りをした耕作放棄地

の現状課題と対応について伺う。
　　　　�①農地中間管理機構について
町　長　　�遊休農地が、荒廃しない様に、中山間地等直接支払制度に

かかる集落協定を推奨していく。
富　井　②農業法人化の取り組みについて。
町　長　　ＪＡファームと共同で、設立検討中である。
富　井　③機械導入補助事業について
町　長　　更新年数の短縮の検討を指示している。

スーパー公務員について
富　井　�本町も研修会を開催し、６次産業化の取り組みを見せている。全国的にも成功事例が有

るが、そのような自治体には、中心的にリードしている職員がいる。育成体制について
伺う。

町　長　�研修会等に参加をし、スキルアップをはかる。

美郷町トンネル開通について
富　井　�８月末に、祝賀会も行われ合併来の悲願が漸く一つ解消された。このトンネルの開通に

より道路の選択路線も広がり、町道小川吐・尾沢橋線と町道小黒木・山口原線の整備も
急がれるが、改良工事について伺う。

町　長　�町道小川吐・尾沢橋線は、前向きに整備する。町道小黒木・山口原線は、見通しの悪い
曲線部３ヶ所の整備を計画している。

富井　裕瑞  議員

山林火災の対策について
森　田　�山林火災の消火活動に出動する団員の安全確保のため、団員

に対する指導研修等について伺う。
町　長　�多様化する災害において消防団が適切に対応する為には、そ

の知識、指導の向上が不可欠である。本町としても、消防学
校などが開催する安全確保を中心とした「分団指揮課程」「現
場指揮課程」、「公務災害を未然に防止する為の研修」に消防
団員を積極的に受講させ団員の安全確保の為に備えている。

森　田　�団員が減少する中で日頃より周回できる作業道の開設や除草などの対策をしておくべき
ではないか伺う。

町　長　�周回できる道がある方が良いとは理解できるが、費用対効果も考える必要がある。山林
火災になると機動力が無いので、自衛隊に要請する方法が鎮火も早く、団員の安全を確
保できる。

農業次世代人材投資事業（注①）について
森　田　�新規就農者を支援する国の青年給付金について、本町の給付状況について伺う。
町　長　�今年度、農林水産省が新規就農者を支援する「農業次世代人材投資事業」の予算を減額

したことで全国の自治体でも異論が相次いでいるのが現状だ。本町としては、町単独事
業「美郷町新規就農給付金事業」で対応するので、心配ない。

森　田　�給付を受けた就農者の現況について伺う。
町　長　�事業開始以来、国の事業に６名、又、町単独事業にて給付した実績は８名。給付対象者

の就農者は国が８年間、町が６年間の就農状況報告を義務づけている。結果、適切な報
告書を提出してもらっている。

（注①）農業次世代人材投資資金（経営型）…次世代を担う農業者となることを志向する者に対し、就農前の研修を
後押しする資金及び就農直後の経営確立を支援する資金を交付。

森田　久寛  議員
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本町の災害時対応と IT利活用について
黒　田　�災害時の情報伝達について町長の考えを伺いたい。
町　長　�SNS などを含めあらゆる機器を利用し、入ってきた情報の精

査をして正しい情報を流すようにしていきたいし外部リンク
網も活用しながら発信していきたい。

黒　田　�もっとホームページを活用した災害情報の発信をすべきだと
思うがいかがか。

町　長　�観光 PR等で利活用している。皆さんスマートフォンを持っている。当然今後そういっ
た面の利活用も考えていくべきだと思う。

本町の教育と ITの利活用について
黒　田　本町の教育の現状と、今後の方向性について、IT の利活用を含め伺いたい。
　　　　①本町小中学生のスマホ・携帯の保有率は？
教育長　�昨年度時点で小学生が 20％中学生が 41％自分のものを保有している。
　　　　利用内容は、動画視聴、ゲームでの利用がほとんどである。
黒　田　②SNSの問題を含め情報教育はどのようになされているか。
教育長　�パソコンを含めたインターネットの利用時のルールやマナーなどを、ＮＴＴ等の企業や

警察の協力を得て保護者も一緒に聞く機会などを設けている。
黒　田　�③様々な改革方針が出され、先生方の心労がとても大きくなっていると思う。心身とも

にケア体制が必要と思うが。
教育長　�年 1 度の健康診断を行っているほか、精神的なものに関してはアンケートなどをとり

チェックしている。IC カードタイムレコーダを利用して在校時間等をチェックし校長
にも指示している。

黒　田　�④人間力のアップ何が重要と思うか。
教育長　�道徳が教科化された。感性を育てていくことだと思う。先生方にも人間力を高める努力

を求める。コミュニティスクールに取り組んでいく必要がある。
黒　田　⑤人づくりに金を惜しむな、もっと予算確保を。
町　長　�個性ある特色ある美郷町の教育を目指し、国の宝、地域の宝として育てていくために配

慮しながら頑張っていく。

黒田　仁志  議員

田代小学校廃校後の利用について
川　村　�138年の歴史ある田代小学校が後、２年足らずで廃校となる。

廃校後の活用について伺う。

町　長　�町としては未だ検討には至っていないが、今後、教育委員会
と共に検討委員会をひらいて、利用方法を考えて行きたい。

　　　　�用途にもよるが、補強をして利用できるのであれば、木造校
舎という部分を生かし、壊すことなく、校舎を使っていけるような施設をみんなと考え
てつくり上げたい。

教育長　�新しい学校についても学校経営の中に田代小の伝統を活かせるようにしたい。又、土・
日の子どもの預かりの場として利便性のある場所だと思う。

川村　義幸  議員



感謝…
園田義彦 議員

　立ち寄った西郷図書館。「酒場」と
いうタイトルに魅せられ、柄になく
本を借りるようになりました。
　「日本の名随筆全100巻」昭和前
半の風物が色濃く描かれています。
　「酒場」、「酒」、「酔」、「肴」、「味」、
「香」、「客」、「艶」、「装」、「蕎麦」。
　選んだ本によって私「山本」の人
物像がおぼろに浮かび上がってく
ると思います。
　南郷、北郷の図書館にも足を運
びます。静かな空間で本を手に取
る時間、悪くないですね。

西郷図書館　馴染みの書架

議員のひと言コーナー

山本文男 議員

　江藤農林水産大臣が誕生しまし
た。おめでとうございます。
　さて、安心できる住環境を維持す
る為には医療事業の充実は欠かせ
ませんが、地方の医療の現場は未だ
に医師不足に悩まされ続けていま
す。
　美郷町も医師確保の問題に対処
していかなければなりませんが、時
間がありません。
　執行部、議会の努力は勿論、町民
の皆さんにも医師確保の情報提供
に御協力頂きますようお願い致し
ます。

江藤大臣 おかえりなさい
那須富重 議員

　三男の嫁が出産間近になってい
たある日、連絡があり家内は取り
急ぎ宮崎へ。
　２、３日分の総菜は準備して
あったが、その後が大変。二男の嫁
がおかずは差し入れしてくれるが
自分でもと思い台所へ。
　準備する、作る、片付ける、洗う、
これだけでも大変。今までは家内
が当たり前のようにやってきた
が、これからは考えないといけな
いかな？
　でも、あまり上手になってもなあ。
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ジビエ解体加工施設の稼働状況や
地域課の業務について調査実施

１．調 査 日　令和元年８月21日（水）
２．調査場所　南郷地域課・北郷地域課

議会委員会室（聞き取り調査）

地域課：窓口対応等の事務はスムーズ。火災対応
の職員が２名ずつ配置され、大いに評価できる。 
水道事業：安定的な供給に
努めている。 
健康づくり事業：生涯現役
を目指し事業を積極的に
展開。介護予防等に管理栄
養士の指導が重要。

１．調 査 日　令和元年６月24日（月）
２．調査場所　国道388号赤木工区

ジビエ解体加工施設
入田（南郷地区）町営住宅　ほか

赤木工区：８年を要し待望の完成であった。今後
の活用が期待される。 
ジビエ解体加工施設：６月末日までに16頭が入
荷。今後の安定的な確保と販路拡大に期待。 
入田公営住宅：改修によって、より快適な入居施
設となっている。

・地域課：本所との情報共有
や災害時の対応。
・水道事業：西郷峰地区の供
給状況。
・健康づくり事業：県内トッ
プの高齢化率で医療費は高
い。

ポイント！
・赤木工区：本年５月に舗装
工事完了。
・ジビエ解体加工施設：稼働
状況をチェック。
・入田公営住宅：屋根、外壁
改修工事が完成。

ポイント！

～総務厚生常任委員会所管事務調査～ ～文教産業常任委員会所管事務調査～
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地
利
用
型
の
農
業
は
里
山
で
で
き

る
作
物
、
集
約
的
な
施
設
型
農
業
と
畜

産
に
絞
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
施
設
の

10
年
リ
ー
ス
契
約
方
式
は
出
来
な
い

か
。
年
齢
に
こ
だ
わ
ら
ず
定
年
退
職
者

の
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
誘
致
・
募

集
を
し
、
合
わ
せ
て
空
き
家
対
策
等
も

含
め
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
た
だ
し
、
進
め
る
上
で
は
土
地
基

盤
整
備
や
施
設
の
設
置
は
画
期
的
な
支

援
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
を
大
事
に

し
生
き
が
い
と
誇
り
を
持
て
る
魅
力
あ

る
農
業
に
す
る
た
め
に
楽
し
く
努
力
で

き
る
体
制
整
備
を
望
み
ま
す
。

―
活
力
あ
る
町
で
あ
る
た
め
に
町
又
は

議
会
に
対
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
若
者
が
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
環
境
、

移
住
者
が
来
る
よ
う
な
環
境
作
り
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　
地
域
の
高
齢
者
が
い
か
に
楽
し
く
過

ご
せ
る
か
、
又
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
る

姿
は
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
元

気
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
取
材
　
甲
斐
　
秀
徳
）

12

　

元
号
が
令
和
元
年
に
な
り
、
初
め

て
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
前
か
ら
の
長
雨
や
、
相
次
ぐ

台
風
で
、
農
作
物
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

９
月
よ
り
始
ま
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

議
会
も
よ
う
や
く
軌
道
に
の
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

国
道
３
８
８
号
は
赤
木
工
区
も
完

成
し
、
ま
た
、
松
瀬
工
区
に
つ
い
て

は
新
規
着
手
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
、
美
郷
町
の
発
展
に
資
す

る
様
々
な
議
案
の
議
決
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
医
療
問
題
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
多
数
の

傍
聴
を
い
た
だ
き
、
皆
様
が
議
会
に

大
き
な
興
味
と
期
待
を
持
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
体
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
意
見
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。　

中
嶋
奈
良
雄

（
編
集
）

　

美
郷
町
議
会

　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　

広
報
部
会   

部
会
長
…
…
園
田　

義
彦

副
部
会
長
…
…
中
嶋
奈
良
雄

委　
　

員
…
…
山
本　

文
男

　
　
　
　
　
　

黒
田　

仁
志

　
　
　
　
　
　

那
須　

富
重

　

 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

甲
斐　

秀
徳

美郷町議会だより

※この議会だよりは１部 28.7円でできています。

地域から美郷町の問題に向かっていく
美郷町の元気びと

甲斐治好さん。
（株）栗処さいごう取締役
西郷梨生産組合長
完熟きんかん組合長も務めている。

　11 月１日～ 12 月 27 日まで、議会に対する意見箱を
南郷支所、北郷支所、西郷庁舎に設置します。ご意見を
お待ちしています！

〒883-1101  東臼杵郡美郷町西郷田代１
TEL（0982）66-3607　FAX（0982）66-3137


